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前橋は実に文化財に恵まれた土地である。とりわけ古墳はその規模といい構造といい、立沢たも  

のが多い。それはただその数が多いというはかりでなく、その内啓把きわめてすぐれた文化性をも  

っていて、それが必ずといってよいくらい、私たちの心をゆさぶるに足る特性をそなえているがら   

である。  

その一つである八幡山古墳は、前方後溝墳というめずらしい外形を備えており、昭和24年7月  

13日、国指定史跡となった魯  

本年度文化廊虎護事業として、この古墳吾買上げること陀たったが、そのいきさつは次のような  
l信一■・し  

問題がからんだからモある日   

・広瀬区画整理及び住宅団地造成の進展  

・民有地である声め保護管理上の問題  

・保昏普及のための史跡公園化   

阜とで、文化財保護委員会に国庫補助申請を布い、688万円の予算を計上じた。  

買上げに伴い、土地先走．面積の積算測量等の審美につづき、古墳托せまってくる住宅造成から周  

軽部の有無を明確にする必要にせまられた。これだけの規模魯有する古墳であるか年周直の存在す  

ることは確かである。   

卓こで．前橋工業高等学校．松島栄治教諭にモの発掘調査を委託したところ、心よく受託してい   

ただいたd   

この調査報告は，八幡山古墳の保護範囲置明確忙してくれたし一周濠部の買上げ陀ついてもその  

範囲をつかむことができた。   

一部中予備調査ではある力㌧墳丘をとりまく周蒙の保轟陀成果告あげていただけたことを感謝し   

たい○   

この発掘調査が成果をあげ得たわ蛙何といちても、松島教諭の協力は勿論」前橋工菓高等学校、  

前市女高生律詩君の尽力陀心から敬意を表したい。  

l・」 
、  

前橋市教育委昆虫  

教育長 関  佐田次   
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国指定史跡八幡山古墳周濠調査の中間報告  

調査者  群居県立前橋工業高等学校教諭  

松 島 栄 治  

1 

本古墳は前橋市朝倉町手芸宮1344、1345、1346、1349番地忙所在する古墳で、  

其の主体部は大正5、6年頃盗掘され、後方部頂上部約1m50cⅦ下辺り陀約一辺数花巻の玉石敷  

きの部分が発見され、一部分的忙枯±かつめてある箇所も認められた。其の後墳丘の特異性が留意  

され、本県では勿論、全国的陀も稀な前方後方墳であることが確認さ肌．その形と現状が此戟的良  

好陀残されていることから昭和24年文部省文化財保護委鼻会の指定史跡として認められ現在陀到  

った。  

他方、前橋市には、広瀬団地造成の計画があり、昭和41年からその整地を開始した。たまたま   

本八幡山古墳妊談当地域忙所在することから、その保存維持忙ついて改めて検討する必要が生じ、   

市教育委員会は昭和41年12月調査者に対して特托その周薩部の調査を依親してきた。  

2 調査の目的及び方法  

従って、八幡山古墳における今回の調査比、周療とそれ忙関連する接続遺構にの与限って行うこ  

と忙した中  

まず本音墳把おける周韓の存否及び形状陀ついては外見からの確認はできず、僅かに墳丘の北側、  

長 ／透東側及び南側の一部相客外縁師すかと思われる農道が認められるだけで．特別窪地等の痕恥  

全く認めら九たかった。従って今度の調査蛙周療部と推定される地境を部分的忙発掘調査L、その  

地層の推移状況春暁討して周薩の存否告明らか忙し．頁托その内縁外線の限界を究めて、その巾を  

求め、ひいては規模と恕状菅把適する点忙調査の日的を置いた。ところで、周薩の内線部及び外縁  

部は、漬続遺構との関連忙おいて確認されるものであるため、本調査では特忙茸石及び周寮外の地   

層推移、特に舌革帯輿時忙おける地表面の検出忙も調査の対象がぉかれた。以上の調査の目的と対  

して、その方法は、県立前橋工業高校の生徒を主体忙して調査班を粗放し、調査期旧は必要に応じ  

て速次設定し、所期の目的を達成する事忙した。現在まで昭和41年12月25日から29日まで  

の5日間を第一次の調査としt以後、昭和42年2月4日、5日の2日間を第2次調査として実施  

」更に2月11自．12日の両日奇第3次調査とLた。しかし、第3次調査は降雨積雪のため調  
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査が不可能となり、現在までに第2次調査恵実施したまで、漸くその韓帝告つかんだ程度である¢  

今までに行った調査の具体的な方法は、その目的忙鑑み、閏蒙と推定される部分唐墳丘裾部から夕  

方忙向って周読膏横断するトレンチを設定し発掘すること忙Lた○しかしこの部分は、東側の調査  

の急を零しない前橋満貫上の予定地を残しで他は殆んど耕作中の畠であるため、自由忙発掘する詳  

にはいかず、結局外見からの周濠把撞の可能性と桝地の状況を勘案し、まずA・苫・C各トレyヲ  

（付図参照）を設定」この部分から発掘冨曜査すること忙した。他方、この調査の結果忙基ずいて  

ビット及びポーリング樺忙よる探査を行ない、周旋の規模と形状の把握拡つとめること忙した。痴  

論これだけのトレγチ及びピット状の発掘で周濠の調査は終るぺきではない。今後尚耕地の状況等  

と考え合せトレンチ憩必要各所帽け、部分的に虻＿部分削上げてみなけれはならたいも。と  

えているロ   

3 調査の中間的報告   

前記の目的及び方法に基ずいて、発掘調査局進めてきているか現在までに知り得た点は下記の蔓   

りであるd   

l＝‘トレンチによる調査  

AトレンチFこついて   

本トレンチは、後方部の北側裾部から、北方、農道までの問忙設けたもので巾1m58珊長ま   

32mに亘った。まず墳丘裾部においては、現地表下各D仰のところ陀茸石ぬ根石が確認書れ、   

この碑石を基礎粧約3芭直の角度笹川庶石で小口横に積みあげられた精巧な茸石が約IJ花30c   

程確認された。またこの茸石の根石は比戟的硬質の黄色砂層である基盤層忙しつかり据えちれ‾  

いることから・こ硝石計含めて、下部50瑚石虻原地表配あったこと州らか机彗   

周蒙の存在が時々確認された。他方、トレンチの北端部においてkL基盤層である硬質砂層捌   

き0甜掘り下げられ、この部分を境托して墳丘寄りの部分と反対側の部分で旺基盤層上部の推］  

力も全く異ることカ；判明L、周濠の存在が確定した。この結果、このトレンチ忙おいて知り得たJ   

蒙の巾は26拙TO仰で探さは現地乗下呂OC瑚前後であり、現地表面からの探さ旺約50珊と∃   

荒された。尚周濠内部の地層の推横は、上部からⅠ層（耕作土）、第Ⅱ層（灰褐色む砂質士層   

第Ⅱ層〔黒色のきめの細かい軟質土層）、第Ⅳ層（黄色枯士の罷った士）、幕下層〔暗褐色の1   

質土）の5層に大まか忙分類され、これらの層はほぼ水平に認められ．一時的忙は水の滑っで   

た事も推定された。筒叉、第Ⅶ層は比較的紳陣な黄色粘土であり、其の状態忙は人為的隼貼サ   

ようにも見られ、基整層が比較的東恵良く透す土質だけに興味ある問題を提起した。  

－ ‘l －   
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この・ト㌢ソテは、後方部句西側の空地忙裾部から西方旺向って設立した巾1孤50亡軋長さ－24  

耽のものである。墳丘裾部の状態は前記Aトレンチと全く同様で、見事な茸石が出土－し、そとが周   

蔑の内縁を限っていた。しかし、周旋の外縁は本トレンチ内陀おいては出現したかうた。■そのため  

トレ1チ西方¢延長線上菅ポ⊥サンダ樺で調査し、トレンチ西端より．19耽ち○仰の地点忙地層的   

変化告認埠、一ピ1，ト忙よって確認した。よってここ旺確認した外線は、’1後方部北西部の隅に対応す   

るため、この部分の周療巾は35瓢前後と推定された。又その深さはAトレγチ同様現地表面から   

80甜前後で厚地表面からは50・－60珊と推定される。このトレンチで知り得た周療部の推積の  

－サ甑Aトレ咋に紬て昇順と窮血層と蛸闊鰯咽められる川原砂紅本トけチに   

おいては第Ⅱ層として、層位的にはつきり仁存在したことである。従って丑トレソテで吐こ上部かち   

第Ⅰ層（耕作土）、第正層（灰鴇色の砂質の硬質士）i第Ⅲ層（茶褐色の枯質土）、第Ⅳ層く砂層）   

第Ⅴ層－（きめの細かい黒色土）、第Ⅶ層〔散を含んだ黄褐色士）の・6層忙分類され、・第Ⅱ層と第Ⅳ  

屠恕除ヽ、てはAトレンチの状態陀殆んど同じであった。 

巧守レツチ  

．前方部の南側裾部から南方忙向ウて設定した巾1管長嘗47郡¢己のトレンチ壮耕作物の関係か   

ら連続的に掘りあげちことはできず、特に茸石及び碑石の確認．も終づてtr、ないd．叉ニー周濠の外縁を  
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画する基盤層の堀込ネ寸乃至立ちあがりも確認できなかった℃．．しかL⊥周詫部と推定苦れるぷ1トレ  

ンチビ㌢寸エーの部分の地層堆積の状況は、上部から第Ⅰ層（耕作土－）、第甘層〔灰褐色砂質わ硬質  

土）、第Ⅱ層（茶褐色の粍質土）、第Ⅳ層（砂層）と続き、‡＝トレンチ周薩部の状態忙難倒したも  

のであった0第Ⅴ層は粘土規竜含んだ赤褐色士で、A・Bト｝ソチ誓お†1て蛙認め与れ準t、ちので  

軒！ヂ‾譲った。その下部甲ア讐（き竺竺讐苧小苧色干）苧ア層（如湿った黒）‾  

これが基盤層に直接接していた。従って、‾この部分についてはA・Bトレンチ基盤層の直上忙みら  

■▲       れた砂を含んだ黄褐色士屑は認められず、それ把代って第Ⅶ層が存在していたことになる。  

島L上このビットの堆積状層は全体的忙A 

であることが確認された。ところでこのトレ∵′チ内忙おいて、本地点より南へ約1Tフ花50珊の地点  

′‘     にあるピッi4は、ビ．ット1忙対比して与ると、ピット1の第Ⅱ■甘層は明瞭でたく、第Ⅳ．Ⅶ層は  

こむ断面の中程において消波し、代って白色枯土塊の漁った褐色土（宗Ⅶ層）が現出Lへ常にそれら  

の下部のローム塊の湿った黒色士（窮Ⅶ層）もこの辺りで終っている。従ってここに地層の断層的な  

変化のあることは明瞭である。続いてピット5は、基娃屑直上の士層は褐色の砂質土〔窮Ⅸ層）が部  

分的に哉り、更忙白色粘土塊の混った褐色土（第Ⅶ層〕で全面的忙覆われ、その上部は茶褐色の粘性  

■－■■■■■‾   r                                                                   J  ‾   



士（第Ⅱ層）が部厚く認められるものの、本質的忙はピット4の南半舟の部分と共通し、これらの  

部分弼胃所周旋部分の堆積状況と異ることが明らか辛なった。よって、この部分をもって一応周擾  

の外線と推定卓れよう。   

搾）ポーリング棒による調査   

周濠の形状と規模恕ある程庭草珊するためにトレンチ及びピットによる調査結果忙基いて、ポー  

リング棒忙よる調査を待った。勿論こ0方法壮あくまで予備的、便宜的なもので、何れトレンチあ  

るいはピットによって確認しなければならないものであり、従ってここに記す調査の結果性決定的  

なものではない。  

まずA 

ところゝ後方部の墳丘なりに北側外縁と推定される地点が把握できた？そして北東隅旺後方部費丘  

北東隅たりには曲らず、茂分国よりの地点kぉいて認められた。これは地形把束縛された結果とみ  

られる。この隅から南への延びは農道忙副ってみられ、後方部南方部のくぴれの辺り忙おいてもこ  

と更忙湾曲せず、やゝ－一直線陀続いて確められた。しかL南忙よる忙従って外線としての頭書な傾  

向が薄れ、違忙は南東隅は確認できなかった。他方Aトレンチ外線より西方へ、調査は丁度民家へ  

突き当るために完全な追求旺できなかったが、東方の傾向からLて後方部墳丘にそうものと考えら  

れる。ところ壱cトレンチ延長線上における外縁は西側の外線とされるので、この点を勘案すると  

北側及び西側外線の交わる西北隅は、阿左菓案内氏宅と推定される。ここよオ南に延びる西側外線  

は、東側外縁と同様に墳丘の主軸托そって新中程まで認められるが、それ蚊南は次第に明瞭さを欠  

き遂には確保不可能であった。  

I
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4 周潰の形状、規模の推測   

以上A．B．C各トレンチ調査忙よる本吉墳の周寮の地層的所見、その状態からして前方部南側は  

やゝ浅いが現在の地表面より約70珊、現地東面からは5p班前後と推定される。比戟的浅い周蘇の  

存在した薔は明らかで、しかも地層の堆積歌麿からして当初忙在ってはある程度虎の湛えられていた  

と考えられる。そしてその巾は茸石の根石から30 ■前後と推定される。そしてその－平面的形状及び  

規模は前方部南部においてやゝ不鮮明・た点があるカ㍉墳丘を中心にして東西約125掛南北釣180  

mの方形と推定される。  
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昭和42 年2 月 20 日  

（註）この報告は昭和41年庶前橋市教育委員会より委託書れた調査の－由竜あ恵三′  
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八幡山古墳全景（東面）  
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Aトレンチ墳丘の葺石  
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Aトレンチ  

Aトレンチ周濠   
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Bトレンチ  

墳丘の葺石  

㌔雇、鴨、F 頂  

Aトレソチ  

墳丘より  
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